
 

国土強靱化 民間の取組事例 415  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14 商品やサービスに防災機能を付加する 

415 足場を架けずに高所点検・補修を可能とする技術の開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

株式会社特殊高所技術 
【平成 29年】 

7130001029234 その他防災関連事業者 
【製造業】 

京都府 

 株式会社特殊高所技術は、道路橋 トンネル・ト発電所等の高所では、

高いコスンや長い工期、交通規制等が弊害となって、適正な頻度の

点検やメネテナネスを妨げていると考え、安全確保やイネフラ長寿

命化に向け、特殊車両や仮設足場を用いず、ロープや特殊機材で簡

易で導入しやすい点検ト補修技術を開発している。 

 高所作業に仮設足場を使用せず、作業中に付け外し不要のロープを

使用することで、手間な足場の組立作業を不要とするとともに、組

立 ト解体時の転落事故がなくなり、作業員の安全も考慮されている。 

 同社技術を用いた点検等の事故は創業以来 10 年間事故ゼロであり、国土交通省の新技術情報提供

システム  NETIS）に、従来技術と特殊高所技術で実施した場合の比較が掲載されており、コスン、

工期の両面で効果が示されている。 

 平成24年に発生した笹子ンネル・天井板落下事故までは、望遠鏡などで目視確認する  遠望目視」

が主流であったが、事故発生以後、  近接目視」が必要となり、同社の技術の需要が高まった。また、

これらの特殊高所技術を援用した同社のオネロープレスキュー技術は高所作業中の不測の事態への

対応のみならず、消防隊員とも連携し都市型救助技術としても活用されている。 

 

▲足場を架けない橋梁調査 


